
22.03.2025 仁科有加

日本の自殺対策について



はじめに

• 自己紹介

• 本日のテーマ

• 日本の現状

• 支援活動

• 国外の状況

• まとめ



日本の自殺率はどれくらい高い？

Suicide rate 2020, OECD0

10万人
あたり



日本の自殺率の推移
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2006年に
自殺対策基本法が成立

Suicide rate
per 100,000 

The Ministry of Health Labour and Welfare

17.5 
(2022)

24.3 
(2022)

--- total  --- male --- female

11.1 
(2022)

40.0 
(2003)

27.0 
(2003)

37.6 
(2009)

25.7 
(2009)

14.3 
(2009)

37.1 (1998)

26.0 
(1998)

Total 17.5

male 24.3

female 11.1 

in 2022



⚫失業者

⚫15－24歳の若者

⚫40－50代の男性

リスクの高い集団

厚生労働省「自殺対策白書」



・自殺はその多くが追い込ま
れた末の死である
（自殺総合対策大綱）

・自殺は、その多くが防ぐこ
とのできる社会的な問題であ
る（WHO）

自殺の原因



自殺のリスクが高まるとき





相談支援

• 電話・SNSなど

• 支援先の紹介



メディアへの呼びかけ

• WHO報道ガイドラインの周知

• 厚労省との呼びかけ

• メディアのための勉強会

• 自殺関連の報道の分析



SOSの出し方に関する教育

• 各自治体/教育委員会でカリキュラムを設定

• 主に小・中学校が対象

• 援助希求の方法、その受け止め方に関する
研修



ゲートキーパー研修

• 自治体職員向け（eラーニング）

• 一般向け（厚労省ウェブサイト）



さまざまな研修

• 自殺未遂者ケア研修

- かかりつけ医版

- 救急精神科版

- 一般救急版

• 大学における自殺対策推進のための研修

• 自死遺族等支援団体向け研修・意見交換会

• 自殺対策担当者向けの交流会



逃げかつ





かくれてしまえばいいのです

• 生きるのがしんどいと感じている
子ども・若者向けのWeb空間

• 匿名・無料で24時間利用可能



保護者のための#chatsafe
（チャットセーフ）

• 日本語版作成のためのOrygenとの協力

• 若者のSNS上でのコミュニケーションに関
するガイド



9月：自殺予防週間

3月：自殺予防強化月間

啓発活動



日本とフランスの自殺対策
日本 フランス

自殺対策に関する
法律

あり（自殺対策基本法） なし

自殺対策の法的義
務

国・自治体・学校等に明示された責務あり
公衆衛生政策としての義務はあるが、専用法による強制力は限
定的

実施根拠 法律→ 大綱→ 地方計画・実施 国家戦略 → 地方実施

戦略文書 自殺総合対策大綱（2007年策定、最新は2022年改定） 自殺予防国家戦略（2018年策定）

基本理念
すべての年代・背景の人に向けた「誰も自殺に追い込
まれることのない社会の実現」

精神疾患予防と脆弱層の早期支援に重点

実施体制
内閣府主導、都道府県および市町村に「自殺対策計
画」の策定を義務づけ

保健省・Santé publique France 主導、地方の保健機関（ARS）
が実施主体

重点対象 中高年男性、若年者、女性、生活困窮者、被災者など 若年層、自殺未遂者、精神疾患のある人

特徴的アプローチ 地域ネットワーク型（多職種連携、ゲートキーパー育 自殺未遂後の再発防止（VigilanSプログラム）に重点

若年者への対応 学校教育、LINE相談、SOSの出し方教育など SNS相談、学校精神保健教育、Fil Santé Jeunes 等





World Suicide Prevention Day 



WHO協力センターとして

メンタルヘルスの一部として自殺対策を扱う

• 日本の自殺対策の情報共有

• アジア太平洋地域の自殺対策の協力

• WHOの自殺対策について日本国内へ周知

• WHOへ研究成果などの報告・助言



データ収集と研究・分析への利用

・月別の自殺者数は、警察庁の 「自殺統計資料集 」で翌月に公表される

・自治体別自殺統計（自治体における自殺の基礎データ）2010年開始

・救急センターにおいて、自殺未遂で搬送された患者の情報収集（救急学医会と）

・こどもの自殺の多角的な要因分析に関する調査研究（こども家庭庁委託研究）

・妊産婦の自殺調査（日本産婦人科医会と）



• ウェブサイト：https://jscp.or.jp/index.html

• Youtube：https://www.youtube.com/channel/UCNWP2O5zTuuI-j8GITeKzHQ/videos

• Facebook：https://www.facebook.com/JSCP.press/

• X：https://x.com/jscp_press

ご清聴ありがとうございました

https://jscp.or.jp/index.html
https://www.youtube.com/channel/UCNWP2O5zTuuI-j8GITeKzHQ/videos
https://www.facebook.com/JSCP.press/
https://x.com/jscp_press
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